
創業 108 周年記念表彰式

定退式

永年勤続表彰者（32名）
勤続40年 （5名）

物流管理チーム 森若　清美

東海物流センター 矢吹　清美

知多営業所 西　　裕二

知多営業所 安永　次男

星崎営業所 渡邉　　正

勤続30年（6名）

レンタルチーム 冨田　幸裕

東海物流センター 東泉　　寿

星崎営業所 高橋　和博

知多営業所 片山　平次

知多営業所 片山　　九

知多営業所 片山　　力

勤続20年（2名）

出向（マルタパワーズ） 山中　裕介

開発チーム 雨森　未希

勤続10年（19名）

名古屋営業チーム 津田　晴紀

星崎営業所 山本　圭佑

関西物流センター 松本　和也

企画チーム 清水あゆみ

名古屋物流センター 中村　優貴

知多営業所 内野　裕也

知多営業所 花田　拓郎

知多営業所 伊福　文崇

知多営業所 村上　久嗣

知多営業所 伊東　拓哉

知多営業所 岩松　博仁

知多営業所 大山　諒也

知多営業所 蒲原　将太

知多営業所 浜崎　幸一

星崎営業所 松村　知洋

エンジニアリング部名古屋営業所
 佐々木周一

エンジニアリング部名古屋営業所
 土橋　聖也

レンタルチーム 横井　裕介

レンタルチーム 横井　総隆
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 創業108周年記念 表彰者

優良従業員表彰者
社長表彰
 レンタルチーム 本田　富英       

ＧＭ表彰
 知多営業所 相川　辰良
 知多営業所 後藤　晃矢
 星崎営業所 白桃　賢児
　エンジニアリング部 名古屋営業所
  佐々木周一
　東海物流センター 益子　大志

特別社長表彰
●労働組合委員長＜任期満了年＞　
　会社制度の改善などを築いた功労者
 知多営業所 工藤　正彦　

表彰
●海外輸出品専用パレットの開発
　（開発・ロジ・海外）
　開発チーム
　ロジスティクスエリア
　海外推進室
●料金改定による収益改善
　プロダクションエリア
　企画チーム

●給与明細メール配信システムによる
　業務改善
　総務チーム
　システム開発チーム
●納税対策の貢献
　財務チーム 足立　良夫
　CRMチーム 鈴木　和久
●滝春分室の省力化・無災害継続達成
　滝春分室 加藤　雅男
●「実用英語技能検定　準1級」の取得
　幅広い業域で活躍を目指した自己啓発
　開発チーム 小西　利沙　
　

ー 1ーー 2ー

定年退職者

●22年 6月
　星崎営業所 畔柳陽一郎

●22年 9月　
　レンタルチーム 照井　　圭

▲（写真左から）畔柳陽一郎さん、髙村社長、工藤委員長、照井 圭さん

▲（写真 上段左から）高頭あさみ、足立良夫、亀井善世、羽田野敏彦、加藤雅男  （写真 下段左から）西 裕二、森若清美、髙村社長、工藤正彦、本田富英

今日は、９名の方に表彰状をお渡ししました。
これからは健康に留意し、今日賞を受けた方は、それぞれ
模範となるよう努めてください。そして、今後は多くの人
に自らの知識を伝承し、人を育てるということを念頭に置
いて業務に携わっていただきたい。

本日は２名の方に感謝状を手渡すことが出来ました。幸い、今後も丸太
グループの一員としてご尽力頂けるということで、私から２つお願い
があります。１つは今後も健康に留意して頂くこと。そして、後進の指
導に力を注いでください。エネルギーが必要なことですが、力を貸して
頂きたい。今後のご活躍をお祈りしております。

高村社長のお言葉
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2022

■ 完全無災害の追求
・安全行動三原則の順守
 ※挟まれ、巻き込まれ事故撲滅
■ 安全体制の整備、活性化

・活動テーマ（過去災／季節）に特化した月
単位での安全活動
・困り事／ハットヒヤリ情報からの先取り改善
・ひとり作業の把握と安全検証
・職場安全衛生推進者による事業所内教育
　①自職場巡視教育
　②リスクアセスメント教育
・輸送安全作業向上（製品落下事故防止強化）
　①積込者／乗務員相互積付教育とコミュニ
　　ケーションアップ

■ 安全職場の確立
・定期的な安全巡視パトロールの継続
・一人ひとりの安全意識の高揚

安全推進部

　経済状況は、世界紛争・感染症・災害、さらに、円安・各種コストの高止まり等、混沌としている。
　このような状況の中、鉄鋼需要中心に当初の見通しより非常に大きな減産となり、厳しい半期となる見
通しである。
　その中でも我が社は、2030年成長シナリオに掲げた「スリムで強靭な事業体質」へ、盤石な経営基盤の
確立に向けた事業活動を推進します。「運営」「管理」「安全・衛生・健康」の強化を推し進め、先々の大型課
題・大型投資に対応すべく進めます。
　SDGｓなど新時代の幕開けも重なり、予測不能で全く先が読めない状況ではありますが、課題・変化に
的確に対応し、全社員一丸となり、22年下期計画を達成させましょう！

“Change & Challenge”
～2030年構想の実現へ～

全社事業方針 盤石な経営基盤の確立～課題・変化への対応力強化～

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

レ
ン
タ
ル

丸 太 運 輸

■ 安全／識別／品質管理の徹底、強化
■ 収益確保／利益率向上
・損益分岐点の引下げ（生産性追求）
・標労単価の改定、不効率部分の見直し（継続）
・最大受注への工夫と調整
・バキューム作業拡販（場内シェアUP、諸口外販）
■ 環境変化対応
・沿岸荷役作業 内製化への取組み
　（23年 4月～完全内製化目標）
・知多第 2（PM機増設）、DCC中津川（出荷作業）、
築地（構内リフト作業）

プロダクションエリア
■ 重大災害撲滅、識別異常ゼロ
■ 物流営業部始動、既存拡大／新規獲得へ
Gr 連携営業
・恒久的に運用可能な物流案件の獲得、「しくみづくり」
■ 24 年問題への対応
・物流停滞回避への課題洗い出し～同業他社情報
共有

・積待ち請求化、付帯作業の取扱い、ベース運賃の
改定準備

■ 生産性UP、効率化追求
・物 流　生産変動への即対
・倉 庫　高在庫下での安定運営、工場／拠点間連携
・   船 新造船就航（9/12）、船腹拡張の効果発現 
 （従来比+420t/2 船）

ロジスティクスエリア

■ 完全無災害、健康取組の強化
・シート掛けレス、電動開閉式台車の導入
・疾病休業ゼロ化、起因事故予防
　（特定保健指導の推進）
・VRビデオ教育の導入
■ 運行管理体制の整備
・23年／ 24年問題対応（給与形態、拘束時間削減）
■ 不採算解消と効率化
・タチ料金改定取組み

マルタアマゾン
■ 災害ゼロ職場の完全定着
■ 物流体制の整備、再構築
・「IT 点呼」本格稼働　※拠点点呼者の省人化
・構内積込班／予備戦力活用による車両回転最大化
■ 収益基盤の拡大
・物流営業部（東京営業）と共同活動による拡販推
進（継続）

■ コスト管理の徹底
・燃料費高騰への対応　→　高速ACCの最適化
・車両修繕費 及び ランニングコストの管理徹底

ブルーペッパー
■ 災害ゼロ、異材／品質クレーム「ゼロ」
■ 労働負荷、環境改善
・時間外労働／運行管理強化
　（22年 8月～新デジタコ導入）
・給与体系の見直し検討（23年 4月～導入目標）
■ 値上げ活動の強化、適正かつ健全化へ
・タリフの改定、サーチャージ制の導入
・協力業者への還元と戦力の維持
■ 協力会社再編～運営体制確立

マルタパワーズ

■ 無災害記録 339ヶ月継続
　 （22年 12月末）の必達
■ 運営改善の実行
・人材定着向上策の実践、中期人員計画の策定
・省力 /多能工化の推進と料金交渉
■ 収益基盤の拡大
・派遣事業の拡大、有料職業紹介事業の許可申請
・PM班組織再編と外販営業（工場内 及び 工場外）
■ 次世代に繋がる新事業の研究継続

群馬丸太運輸
■ 休業災害ゼロ10,162日継続
　 （22年 12月末）の必達
・改築期間中 「安全動線確保」の実施
■ 人材獲得／育成／時間外圧縮へ総力
■ 生産性向上、拡販
・近隣（廃業／事業縮小）同業他社の顧客／メカ
ニック取り込み

・セクション毎の作業工程見直しと新しい仕組み
構築

■ 24 年 4月～新車検制度への法改正対応
・工場／事務所改築
　（22年 8月～第一期工事開始予定）

丸太自動車整備
■ 利益目標の必達
・共通　生産性向上策の推進
・派遣　採用力強化、軽作業請負職場の開拓
・商事　潜在／顕在顧客への再アプローチ
・保険　既存顧客の掘り起こし
■ 管理体制の充実
・受発注／請求業務のシステム化、多能工化
■ 新たな収益基盤構築への調査、研究

Ｍ．ニューコン

■ 災害／重大事故ゼロの継続
■ 最適受注への情報収集～体制整備
・ シールド 複数案件同時施工
 （中小口径／付帯工事取込み）
・エンジ 計画外／突発修理の最大対応
 （チーム横断の相互応援）
・東　レ シャットダウン／突発工事の最大対応
■ 外注戦力強化、若手育成／技能伝承
■生産性の追求
・港 /堀田拠点の閉鎖、戦力 /工数の最適化
・料金改定（大型機種値上げ、コスト上昇分の
転嫁）

コンストラクションエリア

■ 事業基盤強化
・玉ノ湯跡地 最適な事業用定期借地契約
・A  P  T 建替更新（築50年 法改正／老朽化対応）
・レンタル大江 建替更新（築60年 老朽化対応）
■ 植物工場
・新生産品　薬用植物、加工品開発としての事業化
■ 新規事業取組み（事業部売上拡大の具現化）
・大江ビル　建替検討（築 60年 老朽化対応）

開発事業部
■ 全社Gr（事業部）の稼ぐ力を最大サポート
①業務集約（省力／省人化）、仕組み／制度改善、
法規制対応

②各種リテラシーの向上（財務／システム 等）

総務 ・丸太グループ採用支援強化
・働き方改革の推進（ダイバーシティ、従業員満足度）

財務 ・全社Gr 経理業務集約への取組み
  ・電子帳簿保存法対応（24年 1月～）
企画 ・全社Ｇｒの長期戦略舵取り（不採算適正化ほか）
 ・国交省指針「適正運賃収受」への交渉
CRM ・承認行為全般の見直し（権限規定、不正防止）

・リスクマネジメント（重大リスク回避、感染症）
システム ・給与体系／ TSM改定（共に内製化対応）
 ・サイバーセキュリティ対策
海外 ・自車利益最大化（2台）、傭車戦力での拡販

・新たなステージへ体制／制度／規定の整備～改定

管理統括部

丸太グループ会社

01 運営の強化 02 管理の強化 03 安全、衛生、
健康管理の強化

●生産性の追求

●一人当たりの利益率向上

●営業の拡充

●定員の確保（時間外抑制）

●新事業の発案、創設

●輸送 24年問題

　（1）労働時間遵法対応

　（2）適正単価策定

●中長期投資計画の再検証
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2022

■ 完全無災害の追求
・安全行動三原則の順守
 ※挟まれ、巻き込まれ事故撲滅
■ 安全体制の整備、活性化

・活動テーマ（過去災／季節）に特化した月
単位での安全活動
・困り事／ハットヒヤリ情報からの先取り改善
・ひとり作業の把握と安全検証
・職場安全衛生推進者による事業所内教育
　①自職場巡視教育
　②リスクアセスメント教育
・輸送安全作業向上（製品落下事故防止強化）
　①積込者／乗務員相互積付教育とコミュニ
　　ケーションアップ

■ 安全職場の確立
・定期的な安全巡視パトロールの継続
・一人ひとりの安全意識の高揚

安全推進部

　経済状況は、世界紛争・感染症・災害、さらに、円安・各種コストの高止まり等、混沌としている。
　このような状況の中、鉄鋼需要中心に当初の見通しより非常に大きな減産となり、厳しい半期となる見
通しである。
　その中でも我が社は、2030年成長シナリオに掲げた「スリムで強靭な事業体質」へ、盤石な経営基盤の
確立に向けた事業活動を推進します。「運営」「管理」「安全・衛生・健康」の強化を推し進め、先々の大型課
題・大型投資に対応すべく進めます。
　SDGｓなど新時代の幕開けも重なり、予測不能で全く先が読めない状況ではありますが、課題・変化に
的確に対応し、全社員一丸となり、22年下期計画を達成させましょう！

“Change & Challenge”
～2030年構想の実現へ～

全社事業方針 盤石な経営基盤の確立～課題・変化への対応力強化～

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

レ
ン
タ
ル

丸 太 運 輸

■ 安全／識別／品質管理の徹底、強化
■ 収益確保／利益率向上
・損益分岐点の引下げ（生産性追求）
・標労単価の改定、不効率部分の見直し（継続）
・最大受注への工夫と調整
・バキューム作業拡販（場内シェアUP、諸口外販）
■ 環境変化対応
・沿岸荷役作業 内製化への取組み
　（23年 4月～完全内製化目標）
・知多第 2（PM機増設）、DCC中津川（出荷作業）、
築地（構内リフト作業）

プロダクションエリア
■ 重大災害撲滅、識別異常ゼロ
■ 物流営業部始動、既存拡大／新規獲得へ
Gr 連携営業
・恒久的に運用可能な物流案件の獲得、「しくみづくり」
■ 24 年問題への対応
・物流停滞回避への課題洗い出し～同業他社情報
共有

・積待ち請求化、付帯作業の取扱い、ベース運賃の
改定準備

■ 生産性UP、効率化追求
・物 流　生産変動への即対
・倉 庫　高在庫下での安定運営、工場／拠点間連携
・   船 新造船就航（9/12）、船腹拡張の効果発現 
 （従来比+420t/2 船）

ロジスティクスエリア

■ 完全無災害、健康取組の強化
・シート掛けレス、電動開閉式台車の導入
・疾病休業ゼロ化、起因事故予防
　（特定保健指導の推進）
・VRビデオ教育の導入
■ 運行管理体制の整備
・23年／ 24年問題対応（給与形態、拘束時間削減）
■ 不採算解消と効率化
・タチ料金改定取組み

マルタアマゾン
■ 災害ゼロ職場の完全定着
■ 物流体制の整備、再構築
・「IT 点呼」本格稼働　※拠点点呼者の省人化
・構内積込班／予備戦力活用による車両回転最大化
■ 収益基盤の拡大
・物流営業部（東京営業）と共同活動による拡販推
進（継続）

■ コスト管理の徹底
・燃料費高騰への対応　→　高速ACCの最適化
・車両修繕費 及び ランニングコストの管理徹底

ブルーペッパー
■ 災害ゼロ、異材／品質クレーム「ゼロ」
■ 労働負荷、環境改善
・時間外労働／運行管理強化
　（22年 8月～新デジタコ導入）
・給与体系の見直し検討（23年 4月～導入目標）
■ 値上げ活動の強化、適正かつ健全化へ
・タリフの改定、サーチャージ制の導入
・協力業者への還元と戦力の維持
■ 協力会社再編～運営体制確立

マルタパワーズ

■ 無災害記録 339ヶ月継続
　 （22年 12月末）の必達
■ 運営改善の実行
・人材定着向上策の実践、中期人員計画の策定
・省力 /多能工化の推進と料金交渉
■ 収益基盤の拡大
・派遣事業の拡大、有料職業紹介事業の許可申請
・PM班組織再編と外販営業（工場内 及び 工場外）
■ 次世代に繋がる新事業の研究継続

群馬丸太運輸
■ 休業災害ゼロ10,162日継続
　 （22年 12月末）の必達
・改築期間中 「安全動線確保」の実施
■ 人材獲得／育成／時間外圧縮へ総力
■ 生産性向上、拡販
・近隣（廃業／事業縮小）同業他社の顧客／メカ
ニック取り込み

・セクション毎の作業工程見直しと新しい仕組み
構築

■ 24 年 4月～新車検制度への法改正対応
・工場／事務所改築
　（22年 8月～第一期工事開始予定）

丸太自動車整備
■ 利益目標の必達
・共通　生産性向上策の推進
・派遣　採用力強化、軽作業請負職場の開拓
・商事　潜在／顕在顧客への再アプローチ
・保険　既存顧客の掘り起こし
■ 管理体制の充実
・受発注／請求業務のシステム化、多能工化
■ 新たな収益基盤構築への調査、研究

Ｍ．ニューコン

■ 災害／重大事故ゼロの継続
■ 最適受注への情報収集～体制整備
・ シールド 複数案件同時施工
 （中小口径／付帯工事取込み）
・エンジ 計画外／突発修理の最大対応
 （チーム横断の相互応援）
・東　レ シャットダウン／突発工事の最大対応
■ 外注戦力強化、若手育成／技能伝承
■生産性の追求
・港 /堀田拠点の閉鎖、戦力 /工数の最適化
・料金改定（大型機種値上げ、コスト上昇分の
転嫁）

コンストラクションエリア

■ 事業基盤強化
・玉ノ湯跡地 最適な事業用定期借地契約
・A  P  T 建替更新（築50年 法改正／老朽化対応）
・レンタル大江 建替更新（築60年 老朽化対応）
■ 植物工場
・新生産品　薬用植物、加工品開発としての事業化
■ 新規事業取組み（事業部売上拡大の具現化）
・大江ビル　建替検討（築 60年 老朽化対応）

開発事業部
■ 全社Gr（事業部）の稼ぐ力を最大サポート
①業務集約（省力／省人化）、仕組み／制度改善、
法規制対応

②各種リテラシーの向上（財務／システム 等）

総務 ・丸太グループ採用支援強化
・働き方改革の推進（ダイバーシティ、従業員満足度）

財務 ・全社Gr 経理業務集約への取組み
  ・電子帳簿保存法対応（24年 1月～）
企画 ・全社Ｇｒの長期戦略舵取り（不採算適正化ほか）
 ・国交省指針「適正運賃収受」への交渉
CRM ・承認行為全般の見直し（権限規定、不正防止）

・リスクマネジメント（重大リスク回避、感染症）
システム ・給与体系／ TSM改定（共に内製化対応）
 ・サイバーセキュリティ対策
海外 ・自車利益最大化（2台）、傭車戦力での拡販

・新たなステージへ体制／制度／規定の整備～改定

管理統括部

丸太グループ会社

01 運営の強化 02 管理の強化 03 安全、衛生、
健康管理の強化

●生産性の追求

●一人当たりの利益率向上

●営業の拡充

●定員の確保（時間外抑制）

●新事業の発案、創設

●輸送 24年問題

　（1）労働時間遵法対応

　（2）適正単価策定

●中長期投資計画の再検証
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　丸
太
グ
ル
ー
プ
の
安
全
標

語
の
公
募
を
行
い
、
選
考
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　各
所
・
チ
ー
ム
か
ら
計

4
4
9
件
も
の
作
品
が
提
出

さ
れ
、
厳
正
な
審
査
を
経
て
、

11
点
の
作
品
が
入
選
さ
れ
ま

し
た
。

　今
年
度
の
入
選
作
品
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。入
選
さ
れ

た
皆
様
、
お
め
で
と
ご
ざ
い
ま

す
！　な

お
、
優
秀
作
品
に
つ
い
て

は
、
各
職
場
に
掲
示
さ
れ
ま

す
。よ
り
一
層
の
安
全
活
動
の

促
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
！！

2
0
2
2
年
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全
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自
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と
過
信
は
紙
一
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つ
で
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心
で
指
差
し
確
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東
京
営
業
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慣
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」
に
よ
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確
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、
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順
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ク
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増
え
る
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馬
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セ
ン
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名
古
屋
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目
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安
全
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転
、
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と
車
間
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、
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て
運
転
ヨ
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安
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は
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な
確
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指
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称
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マ
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タ
パ
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ー
ズ
名
港

　中
田

　美
和

佳作

22
年
６
月
28
日 （
火
）、
知
多
営
業
所
・
後
藤
晃
矢
さ
ん
が「
第
44
期 

率
先
後
楽
審
査
報
告
」に
て
活
動
テ
ー
マ『
表
示
物
管
理
方
法
の
見
直
し 

P
A
R
T
2
』で

他
社
現
場
を
抑

え
最
高
得
点（
45

点
）で
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

ＭＡＲＵＴＡ  ＮＥＷＳ

第
50
回
T
P
M
改
善
事
例

発
表
会

22
年
６
月
17
日（
金
）、第
50
回
T
P
M
改
善
事
例
発
表
会（
J
I
P
M

主
催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
大
会
は
、モ
ノ
づ
く
り
現
場
に
お
け
る

改
善
事
例
を
全
国
７
地
域
で
86
件
の
改
善
事
例
が
紹
介
さ
れ
、地
域
ご
と

に
Z
O
O
M
の
ラ
イ
ブ
配
信
が
行
わ
れ
ま
し
た
。当
日
は
大
同
社
知
多
工

場
内
記
念
ホ
ー
ル
に
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
が
設
置
さ
れ
、多
く
の
方
が
真
剣

な
ま
な
ざ
し
で
事
例
発
表
を
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

当
社
か
ら
T
P
M
事

務
局
・
大
同
社
の
ご
推

薦
も
あ
り
、知
多
営
業

所
圧
延
ク
レ
ー
ン
班
の

伊
東
拓
哉
さ
ん（
発
表
者
）馬
場
裕
介
さ
ん（
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）が「
天

井
ク
レ
ー
ン【
2

－

64
号
機
】熱
と
の
戦
い
」と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
を

行
い
ま
し
た
。事
例
発
表
は
事
前
に
ビ
デ
オ
撮
影
が
さ
れ
て
お
り
、そ

の
後
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
質
疑
応
答
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

２０２０年１０月頃までの主な出来事を
一挙にご紹介します。

どんなコトでもかまいません。あなたの職場の
ニュースを教えてください。お待ちしています！

２０２2年 6月頃までの主な出来事を
一挙にご紹介します。

どんなコトでもかまいません。あなたの職場の
ニュースを教えてください。お待ちしています！

「
第
44
期 

率
先
後
楽
審
査
報
告
」

優
秀
賞
受
賞

管
理
者
（
稲
村
S
L
）
の

コ
メ
ン
ト

「
日
頃
か
ら
現
場
に
寄
り
添

い
、
作
業
者
の
声
に
耳
を

傾
け
て
行
動
し
て
く
れ
た

成
果
の
賜
物
だ
と
思
い
ま

す
。
今
回
表
彰
を
受
け
た

こ
と
で
、大
同
社
か
ら
の
期

待
値
も
更
に
上
が
る
と
思

い
ま
す
の
で
次
期
活
動
も

よ
り
い
っ
そ
う
勢
力
的
に

活
動
出
来
る
よ
う
フ
ォ

ロ
ー
し
て
い
き
ま
す
。」

後
藤 

晃
矢
さ
ん
の

コ
メ
ン
ト

「
今
回
表
彰
を
戴
い
た
こ
と

に
よ
り
活
動
し
た
テ
ー
マ

が
大
同
社
に
対
し
公
に
な

る
こ
と
で
各
現
場
か
ら
の

困
り
ご
と
の
声
が
届
い
た

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
満
足
せ
ず
に
、
こ
れ

か
ら
も
よ
り
良
い
職
場
づ

く
り
を
目
標
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
。」

伊
東
拓
哉
さ
ん
（
発
表
者
）
の

コ
メ
ン
ト

「
天
井
ク
レ
ー
ン
の
L
E
D
化
を
進
め

る
中
、
熱
影
響
が
あ
り
簡
単
に
交
換

で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
善
・

取
り
組
み
の
中
で
L
E
D
化
に
大
き

く
一
歩
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

他
の
場
所
へ
も
応
用
が
で
き
る
よ
う

改
善
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」

▲ 伊東拓哉さん

▲ 後藤 晃矢さん
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　丸
太
グ
ル
ー
プ
の
安
全
標

語
の
公
募
を
行
い
、
選
考
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　各
所
・
チ
ー
ム
か
ら
計

4
4
9
件
も
の
作
品
が
提
出

さ
れ
、
厳
正
な
審
査
を
経
て
、

11
点
の
作
品
が
入
選
さ
れ
ま

し
た
。

　今
年
度
の
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作
品
は
下

記
の
と
お
り
で
す
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選
さ
れ

た
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様
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お
め
で
と
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！　な

お
、
優
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品
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て

は
、
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に
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示
さ
れ
ま

す
。よ
り
一
層
の
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全
活
動
の

促
進
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努
め
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し
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！！

2
0
2
2
年
度

安
全
標
語

自
信
と
過
信
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紙
一
重

　

　い
つ
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心
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指
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認 
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輸
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　ル
ー
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流
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ら
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付
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澤
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年
６
月
28
日 （
火
）、
知
多
営
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後
藤
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ん
が「
第
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告
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P
A
R
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ＭＡＲＵＴＡ  ＮＥＷＳ
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P
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事
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発
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６
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催
）が
開
催
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介
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わ
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さ
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。
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薦
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介
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さ
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。
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が
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よ
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困
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ご
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の
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が
届
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た

と
確
信
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て
い
ま
す
。
こ
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に
満
足
せ
ず
に
、
こ
れ

か
ら
も
よ
り
良
い
職
場
づ

く
り
を
目
標
に
活
動
し
て

い
き
ま
す
。」

伊
東
拓
哉
さ
ん
（
発
表
者
）
の

コ
メ
ン
ト

「
天
井
ク
レ
ー
ン
の
L
E
D
化
を
進
め

る
中
、
熱
影
響
が
あ
り
簡
単
に
交
換

で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
今
回
の
改
善
・

取
り
組
み
の
中
で
L
E
D
化
に
大
き

く
一
歩
進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

他
の
場
所
へ
も
応
用
が
で
き
る
よ
う

改
善
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。」

▲ 伊東拓哉さん

▲ 後藤 晃矢さん
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「
ト
ラ
ッ
ク・
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
」に
つ
い
て

「
ト
ラ
ッ
ク・
オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
」に
つ
い
て

後
軸
の
中
心
か
ら
車
両
後
端
ま
で
の
長
さ
を

言
い
ま
す
。ト
ラ
ッ
ク
は
リ
ア
・
オ
ー
バ
ー
ハ
ン

グ
が
大
き
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
右
左
折
す

る
際
、車
線
に
は
み
出
し
、後
続
車
や
対
向
車
と

接
触
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。オ
ー
バ
ー
ハ

ン
グ
量
が
大
き
い
と
、
慣
性
力
で
振
ら
れ
て
操

縦
安
定
性
が
悪
く
な
っ
た
り
、
加
振
力
が
増
え

て
振
動
や
強
度
面
で
不
利
な
面
も
あ
り
ま
す
。

オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
と
は

東
京
都
の
交
差
点
で
電
柱
を
積
載
し
た
ト
ラ
ッ
ク
が
左
折
し
よ
う

と
し
た
と
き
、隣
の
右
車
線
を
走
っ
て
い
た
バ
ス
に
電
柱
の
先
端
が
衝

突
し
、窓
が
割
れ
て
乗
客
が
ケ
ガ
を
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。電

柱
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
車
体
後
部
か
ら
少
し
は
み
出
し
て
い
ま
し
た
が
、

赤
い
布
を
付
け
て
い
て
道
路
交
通
法
は
問
題
の
な
い
範
囲
の
は
み
出

し
で
し
た
。ト
ラ
ッ
ク
な
ど
大
型
車
は
車
体
が
長
く
、
車
の
後
輪
よ
り

も
後
方
に
あ
る
車
体
の
部
分
が
右
左
折
時
に
外
側
に
は
み
出
し
ま

す
。乗
用
車
の
運
転
者
は
あ
ま
り
意
識
し
ま
せ
ん
が
、
大
き
な
ト
ラ
ッ

ク
が
右
左
折
し
よ
う
と
し
て
い
る
横
を
通
過
す
る
場
合
は
注
意
が
必

要
で
す
。
 

特
に
こ
の
事
故
の
よ
う
に
荷
物
が
は
み
出
し
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク
の

横
を
通
過
す
る
場
合
は
、オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、十
分

に
間
隔
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
に
よ
る
接
触
に
注
意

パ
タ
ハ
ラ
っ
て

       

何
だ
ろ
う
？

　「パ
タ
ハ
ラ
」
と
は※

パ
タ
ニ
テ
ィ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
略
で
す
。
男
性

従
業
員
が
育
児
休
暇
を
取
得
す

る
際
に
、
職
場
か
ら
受
け
る
嫌
が

ら
せ
行
為
を
意
味
し
ま
す
。

　パ
タ
ハ
ラ
が
発
生
す
る
原
因
の
一つ
と
し
て
、
企
業
体
制
の
未
整

備
が
あ
り
ま
す
。
育
休
の
円
滑
な
取
得
や
復
帰
が
実
施
で
き
る

仕
組
み
や
、
育
休
が
他
の
従
業
員
の
負
担
に
な
ら
な
い
仕
組
み
づ

く
り
が
出
来
て
い
な
け
れ
ば
、
育
休
へ
の
理
解
は
深
ま
ら
ず
、
パ

タ
ハ
ラ
が
生
ま
れ
る
原
因
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　会
社
が
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め

に
も
、
育
休
を
「
取
る
・
取
ら
な

い
」、「
取
得
期
間
」
な
ど
事
前
に

余
裕
を
も
っ
て
上
司
・
同
僚
に
伝

え
ま
し
ょ
う
。

具
体
的
な
話
は
、
所
・
チ
ー
ム
長

と
よ
く
相
談
し
て
決
め
ま
し
ょ
う
。

※

パ
タ
ニ
テ
ィ…

父
性

電
　話
　0
9
0
–
2
5
7
1
–
9
1
0
5

メ
ー
ル
　hotline

＠m
aruta.co.jp

こ
れ
っ
て
パ
タ
ハ
ラ
？
と
思
う
よ
う
な
行
為
を
受
け
た
・

見
か
け
た
場
合
は
、

丸
太
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

育児・介護休業法が改正されます

育児休業介護法とは、
育児及び家族の介護を行う労働者の職業生活と家庭生
活との両立が図られるよう支援することによっ て、そ
の福祉を増進するとともに、あわせて、我が国の経済及
び社会の発展に資することを目的としているものです。

育児休業とは、
原則として１歳未満の子どもを育てる男女労働者は事業
主に申し出ることにより育児休業を取得できます（育児・
介護休業法第５条1項）。 育児休業は、仕事と育児の両立
を支援するために、法律で定められている制度です。

１日から取得可能です。
取得時期は、男性の場合産後自
宅に戻るタイミングや、共働き

で交代のタイミングなど状況、ワークライフバランス
に合わせた取得ができます。育休取得希望の際は、事
前に余裕をもって上司・同僚に相談し理解・協力を得
ましょう。 ※給付金支給・社会保険免除を受けるに一定条件を満たす必要があります。

現

　行
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 「育児休業」について、みなさんはどのぐらいご存じですか？育児休業はこれからの社会を支えていく
ための両立支援制度の一つです。22年10月から法改正が行われ、分割で取得できるようになります。

改
正
後

　22
／
10
施
行

10月改正
ポイント

●育休を「取る・取らない」、「取得期間」などあらかじめ具体的にイメージしておきましょう。赤ちゃんが生まれるその前に

●仕事と育児が両立できるよう、限られた時間内で成果が出せるよう働き方を工夫しましょう。
●育休取得のメリットを共有して、会社や同僚にも感じてもらいましょう。育児休業取得後（復帰後）

●「育児休業を取得したい」という希望は、事前に余裕をもって上司・同僚に伝えましょう。

●育児休業中の業務棚卸・引継ぎを行いましょう。
育児休業取得前  ※「取得しない」場合もその意向を会社に伝える必要があります。

●男女関係なく取得可能　●配偶者が専業主婦（夫）であっても取得が可能
●配偶者が育児休業中でも取得可能　●有期契約社員も一定の条件を満たせば取得可能

POINT

お問い合わせは
総務チーム
まで

雇用保険より、育児休業給付金
として支給されます。（休業開
始時の賃金月額の67％、180日

経過後は50％）また、育休中の経済的支援として、
月の末日が育休中である場合、社会保険料（健康保険
・厚生年金保険）が免除され、保険料が納付されたも
のとして取り扱われます。

収入は？何日間？いつ？

※給付金支給・社会保険免除を受けるに一定条件を満たす必要があります。
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て
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ま
で
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長
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を

言
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ま
す
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ッ
ク
は
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・
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が
大
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と
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う
特
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が
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り
、
右
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折
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線
に
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出
し
、後
続
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や
対
向
車
と

接
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る
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が
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ま
す
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が
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と
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で
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縦
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が
増
え

て
振
動
や
強
度
面
で
不
利
な
面
も
あ
り
ま
す
。
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で
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を
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が
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る
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が
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の
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体
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し
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い
ま
し
た
が
、
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を
付
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て
道
路
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法
は
問
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の
な
い
範
囲
の
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出
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で
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た
。ト
ラ
ッ
ク
な
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は
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体
が
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よ
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の
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が
右
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に
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右
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ジ
し
て
、十
分

に
間
隔
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

オ
ー
バ
ー
ハ
ン
グ
に
よ
る
接
触
に
注
意

パ
タ
ハ
ラ
っ
て

       
何
だ
ろ
う
？

　「パ
タ
ハ
ラ
」
と
は※
パ
タ
ニ
テ
ィ

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
略
で
す
。
男
性

従
業
員
が
育
児
休
暇
を
取
得
す

る
際
に
、
職
場
か
ら
受
け
る
嫌
が

ら
せ
行
為
を
意
味
し
ま
す
。

　パ
タ
ハ
ラ
が
発
生
す
る
原
因
の
一つ
と
し
て
、
企
業
体
制
の
未
整

備
が
あ
り
ま
す
。
育
休
の
円
滑
な
取
得
や
復
帰
が
実
施
で
き
る

仕
組
み
や
、
育
休
が
他
の
従
業
員
の
負
担
に
な
ら
な
い
仕
組
み
づ

く
り
が
出
来
て
い
な
け
れ
ば
、
育
休
へ
の
理
解
は
深
ま
ら
ず
、
パ

タ
ハ
ラ
が
生
ま
れ
る
原
因
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　会
社
が
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め

に
も
、
育
休
を
「
取
る
・
取
ら
な

い
」、「
取
得
期
間
」
な
ど
事
前
に

余
裕
を
も
っ
て
上
司
・
同
僚
に
伝

え
ま
し
ょ
う
。

具
体
的
な
話
は
、
所
・
チ
ー
ム
長

と
よ
く
相
談
し
て
決
め
ま
し
ょ
う
。

※

パ
タ
ニ
テ
ィ…

父
性

電
　話
　0
9
0
–
2
5
7
1
–
9
1
0
5

メ
ー
ル
　hotline

＠m
aruta.co.jp

こ
れ
っ
て
パ
タ
ハ
ラ
？
と
思
う
よ
う
な
行
為
を
受
け
た
・

見
か
け
た
場
合
は
、

丸
太
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

育児・介護休業法が改正されます

育児休業介護法とは、
育児及び家族の介護を行う労働者の職業生活と家庭生
活との両立が図られるよう支援することによっ て、そ
の福祉を増進するとともに、あわせて、我が国の経済及
び社会の発展に資することを目的としているものです。

育児休業とは、
原則として１歳未満の子どもを育てる男女労働者は事業
主に申し出ることにより育児休業を取得できます（育児・
介護休業法第５条1項）。 育児休業は、仕事と育児の両立
を支援するために、法律で定められている制度です。

１日から取得可能です。
取得時期は、男性の場合産後自
宅に戻るタイミングや、共働き

で交代のタイミングなど状況、ワークライフバランス
に合わせた取得ができます。育休取得希望の際は、事
前に余裕をもって上司・同僚に相談し理解・協力を得
ましょう。 ※給付金支給・社会保険免除を受けるに一定条件を満たす必要があります。

現

　行

ー 7ー

 「育児休業」について、みなさんはどのぐらいご存じですか？育児休業はこれからの社会を支えていく
ための両立支援制度の一つです。22年10月から法改正が行われ、分割で取得できるようになります。

改
正
後

　22
／
10
施
行

10月改正
ポイント

●育休を「取る・取らない」、「取得期間」などあらかじめ具体的にイメージしておきましょう。赤ちゃんが生まれるその前に

●仕事と育児が両立できるよう、限られた時間内で成果が出せるよう働き方を工夫しましょう。
●育休取得のメリットを共有して、会社や同僚にも感じてもらいましょう。育児休業取得後（復帰後）

●「育児休業を取得したい」という希望は、事前に余裕をもって上司・同僚に伝えましょう。

●育児休業中の業務棚卸・引継ぎを行いましょう。
育児休業取得前  ※「取得しない」場合もその意向を会社に伝える必要があります。

●男女関係なく取得可能　●配偶者が専業主婦（夫）であっても取得が可能
●配偶者が育児休業中でも取得可能　●有期契約社員も一定の条件を満たせば取得可能

POINT

お問い合わせは
総務チーム
まで

雇用保険より、育児休業給付金
として支給されます。（休業開
始時の賃金月額の67％、180日

経過後は50％）また、育休中の経済的支援として、
月の末日が育休中である場合、社会保険料（健康保険
・厚生年金保険）が免除され、保険料が納付されたも
のとして取り扱われます。

収入は？何日間？いつ？

※給付金支給・社会保険免除を受けるに一定条件を満たす必要があります。
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